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※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

107-129 高等学校 芸術 音楽Ⅱ

※発行者の番号・略称※教科書の記号・番号 ※教科書名

27 教芸 音Ⅱ 027-901 高校生の音楽２

編修趣意書
（教育基本法との対照表）

芸術科（音楽Ⅱ）の学習を通して、教育基本法第二条の目標を達成するために、次の1〜4を編修の基
本方針としました。

 1. 編修の基本方針

教育基本法
第二条（教育の目標）
教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲げる目標を達成するよう行われ
るものとする。

一　�幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに、
健やかな身体を養うこと。

二　�個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養うととも
に、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養うこと。

三　�正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的
に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。

四　生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと。

五　�伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、
国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

下線部分は特に留意した点

1自分自身の感性を軸に、さまざまな音楽と出会い、音楽そのものを捉え直す

2世界のさまざまな音楽の魅力を味わい、それらを尊重する豊かな心を育む

3音楽に触れて考えたことや感じたことを他者と共有しながら、学びを深める

4これまでの学習を発展させ、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む
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メロディーとコードに注目

《何度でも》 中
なか

村
むら

正
まさ

人
と

、 吉
よし

田
だ

美
み

和
わ

 作曲

どちらの楽曲も、メロディーは長音階でできており、それぞれ音階以外の音は一度も使われていない。

①紹介したい楽曲を選んで、タイトル、作詞者名、作曲者名を記入しよう。
②どのような音楽的特徴によってその楽曲の魅力が引き出されているかに注目して聴こう。
③気付いた音楽的特徴についてまとめよう。
④音楽的特徴とその効果を踏まえて、楽曲の魅力を伝える紹介文を書こう。

楽曲の魅力を伝える紹介文を書こう

作詞者

作曲者

タイトル

音楽的特徴

紹
介
文
の
例

リズムに注目

リズムの変化に注目しよう。

メロディーの音階に注目しよう。

紹介文を書こう P.10

紹介文を書こう 

《糸》 中
なか

島
じま

みゆき 作曲 P. ８ 《Moon River》 H.マンシーニ 作曲 P.26

　歌詞のある音楽を聴いたり歌ったりするとき、歌詞だけではなく、メロディー、コード、リズムなどの音楽的特徴
に注目すると、楽曲の魅力により深く迫ることができる。ここでは、ポピュラー音楽の音楽的特徴に注目し、それら
によってどのような効果がもたらされているか考えながら、楽曲の魅力を伝える紹介文を書こう。

おんおん がくがくおん がく

ポピュラー音楽探求

● コード表 P.60  と楽譜を照らし合わせ、メロディーとコードの関係を確認しよう。
● 《Moon River》を、試しに下のメロディーに変更して歌い、原曲の倚音の効果を感じ取ろう。

どちらの楽曲のメロディーも、多くの部分が「コード・トーン」（コードの構成音）でつくられており、
メロディーとコードが非常によく調和している。

メロディーとコードの関係に注目しよう。

特に《糸》の冒頭８小節は、この音階のうち❶❷❸❺❻の５音だけが使われている。「ペンタトニック・スケール」と
呼ばれるこの五音音階は、世界各地の民謡や童謡、ポピュラー音楽などで広く親しまれている。

● 長音階やペンタトニック・スケールの響きを、キーボードなどで音を出して感じ取ろう。
● 使われている音階に注目しながら、２つの楽曲のメロディーをキーボードなどで弾こう。

《Moon River》では、小節の１拍目で「ノン・コード・トーン」（コードの構成音ではない音）をあえて強調する
ように使った後、すぐ隣のコード・トーンへ下行進行する部分がいくつかある。このようなノン・コード・トーンを
「倚

い
音
おん

」または「アッポッジャトゥーラ」という。

《糸》の紹介文を書こう 《Moon River》の紹介文を書こう 

《Moon River》　ドから始まる長音階《糸》　ファから始まる長音階

P.104 音楽って何だろう？　音階

❶ 　 ❷ 　 ❸ 　 ④ 　 ❺ 　 ❻ 　 ⑦ 　 ❶ ① 　 ② 　 ③ 　 ④ 　 ⑤ 　 ⑥ 　 ⑦ 　 ①

《糸》

《Moon River》

● 試しに原曲とは異なるリズムで歌い、原曲のリズムの魅力を感じ取ろう。

均等な８分音符を中心としたリズムを用い、各フレーズが休符で始まっている。Aメロ

 のリズムに戻り、各フレーズで弱拍から始まる「アウフタクト」
を用いている。

サビの後半

各フレーズの最初では付点のリズム  を、後半では強拍の位置をずらし
てリズムに躍動感を与える「シンコペーション」を用いている。

Bメロ

拍 ❶ ❷ ❸ ❹ ❶

スウィング　　　 のリズムになり、16分音符が多用される。「なん
どでも」のリズム  は１回1.5拍分のため、これが４拍子の中で繰
り返されることで、それぞれ違った感じのアクセントを生んでいる。

サビの前半
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3音楽に触れて考えたことや感じたことを他者と共有しながら、学びを深める

世界のさまざまな音楽で大切にされてきた音に対する
美意識の多様さに触れ、それぞれの魅力を味わい、背
景となる文化を探求し、多様な音楽文化を尊重する豊
かな心を育むことを目指しました。

歌うこと、楽器を演奏すること、音楽をつくること、さ
まざまな音楽を聴くことなどを通して、考えたことや
感じたことを他者と共有しながら、学びを深めること
ができるようにしました。

4これまでの学習を発展させ、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む

これまでに学習した内容を系統的に発展させること
で、将来の生涯学習へ有機的につなげることができる
ようにしました。

1自分自身の感性を軸に、さまざまな音楽と出会い、音楽そのものを捉え直す

これまでの経験や学習で培われた自分自身の感性を学
びの軸とし、日本音楽や西洋音楽を含む世界のさまざ
まな音楽と出会う体験を通して、音楽についての考え
を深めながら、音楽そのものを捉え直し、自分なりの
考えをもつことを目指しました。

P.4-5

P.86-87

P.28-29

P.16-17

料理と音楽

果物を一つ、

木からもぎとって、かじる。

これは料理とはいえない。

果物を洗い、包丁で切り、

お皿に並べ、つまようじで食べる。

ここに固有の文化が生まれる。

同じ食材を使っていても、

火の通し方、味付け、提供の仕方、

食べ方などで、異なった料理になる。

音がただ鳴っているだけでは、音楽とはいえない。

どのような音を扱い、どのように音楽にするか、

それをどのように演奏し、

どのように聴いて、どのように捉えるか。

ここに多様な音楽が生まれる。

異なる価値観や文化に触れ、

感じたり、考えたりしていると、

知識は広がり、思考は柔軟に、

感性や感情は豊かになっていく。

さまざまな料理、

さまざまな音楽に触れることはどちらも、

世界が多様であることの

深みと豊かさを知ることに

つながるのではないだろうか。

おん がく
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2世界のさまざまな音楽の魅力を味わい、それらを尊重する豊かな心を育む

　世界には、現在広く親しまれている西洋
音楽の拍子や音階に当てはまらない音楽、
体の動きと分かちがたく結び付いた音楽、
地声・鼻声・息の混ざった声を用いる音楽
など、さまざまな音楽が存在する。それぞ
れの音楽においてどのようなことが大切に
されているのか、その背景にはどのような
文化があるのかを探求し、その深く豊かな
世界への一歩を踏み出そう。

世界の
さまざまな音楽

三角形の胴をもち、３本の弦を指ではじいて演奏す
る木製の弦楽器。農村部では歌や踊りの伴奏楽器と
して使われたが、コンサート楽器としても発展し、
さまざまな大きさのものが作られるようになった。

ドラム缶の底面に凹凸を作って音階を演奏できる
ように加工した楽器。イギリスの支配下で太鼓の
演奏を禁じられた黒人奴隷が生み出し、20 世紀中
頃には複数を組み合わせたバンド演奏が確立した。

独立した複数の声部が絡
から

み合って独特の力強い響
きをつくり出す。千年を超える歴史をもつと考え
られ、結婚式や葬式など、さまざまな場面で歌わ
れてきた。地域により独自の様式がある。

ヨーロッパ系民俗舞踊とアフリカ系舞曲が
混じり合い誕生した舞踊と音楽。楽器編成は
多様だが、20 世紀初頭にドイツから伝わっ
たバンドネオン（写真左）を使うことが多い。

「長い歌」を意味し、自由なリズムでコブシの
ような装飾音や裏声を用いながら歌う民謡。
無伴奏または弦楽器「モリンホール（馬

ば
頭
とう

琴
きん

）」
や横笛「リンベ」などの伴奏で歌われる。

メッセージを伝える太鼓の総称。砂時計形
の締

しめ
太鼓の皮紐

ひも
を締めたり緩めたりして音

高を変え、言葉の抑揚を模倣する。音高の
異なる２個の太鼓を用いることもある。

ルソン島の山岳地帯に住むカリンガ族に伝
わる鼻笛。横に持ち、片方の鼻の穴に当てて
鼻息を吹き込んで音を出す。愛を伝えたり、
死者を悼

いた
んだりする際に、男性が独奏する。

フェルトを巻いた２本のばちで弦を打って音を鳴
らす。かつてヨーロッパを中心に活躍したロマ楽
団の演奏で広く知られるようになった。近代的な
ピアノを参考に大型化され、音域が広がった。

黒人奴隷が生んだ格闘技で、歌や弦楽器、打楽器
などの演奏を伴う。格闘技の練習を禁じられてい
た奴隷が、踊っているように見せかけて練習した
ため、音楽とともに発達したといわれる。

ポルトガル・ギターなどの伴奏で独唱される物語
形式の大衆歌謡及び舞踊。哀愁に満ちた音楽で、
愛のせつなさや深い郷愁などを歌う。演奏中に即
興的な表現を加えることが多い。

ハープの一種で、古くは宮廷で演奏された。現在
は 16 弦のものが主流。膝

ひざ
の上に置き、左手の親指

で音高を調節したり装飾的な効果を付けたりしなが
ら、右手の親指や人さし指で弦をはじいて演奏する。

ショナ族の伝統楽器で、娯楽だけでなく宗教儀礼
にも用いられる。細く平たい金属弁を主に親指で
はじいて演奏し、日本では「親指ピアノ」とも呼
ばれる。同属楽器はアフリカ各地に遍在する。

水牛などの革でできた人形を用いる影絵芝居。青
銅製の楽器を中心とした合奏音楽「ガムラン」
P.105  とともに、人形遣

つか
いが１人で何体もの人形

を操りながら語る。従来は夜通し演じられていた。

民族叙事詩『カレワラ』にも登場する国民
的な楽器で、指または細い棒で弦をはじい
て演奏する。弦の数や大きさはさまざまで、
民謡から芸術音楽まで幅広く用いられる。

語り手は、扇子を片手に身振り手振りを加えなが
ら、歌とせりふを交えて１人で登場人物を演じ分
け、物語を伝える。伴奏には太鼓「プク」が用い
られ、独特のリズムで場面を演出する。

古くは上流階級の趣味として楽しまれた４弦の楽
器。日本の琵

び
琶
わ

やウード、リュートと共通の祖先
をもつ。しだいにフレットが増え、現在は付け爪
で演奏される。

喜怒哀楽、社会紛争、愛などの幅広い内容を
扱う即興的な民謡。人々の連帯感を高める社
会的な役割も果たしてきた。独唱の他、ナイ（パ
ンパイプ）などの楽器で独奏することもある。

ラオスやタイ東北部などに伝わる竹や葦
あし

でできた管
楽器で、金属製のリードを振動させて音を鳴らす。
雅
が

楽
がっ

器
き

の笙
しょう

の仲間だが、旋律も演奏することができ、
祭りや儀式、民謡の伴奏などに広く用いられる。

イラン古典音楽の合奏の主要楽器。台形の
箱の上に張られた弦を２本の細いばちで
打って音を鳴らす。中国の揚

ヤンチン
琴、ハンガリー

のツィンバロムなどと共通の起源をもつ。

先住民の管楽器で、主に儀礼に使われる。通常は
シロアリに食われて空洞になったユーカリの幹で
作る。息を送り続ける循環呼吸を用い、 唇

くちびる
や声

帯を振動させて音色を変えながら演奏する。

❸バラライカ（ロシア） ⓮スティールパン（トリニダード・トバゴ）

❺ジョージアの男声合唱（ジョージア） ⓰アルゼンチン・タンゴ（アルゼンチン）

⓫オルティンドー（モンゴル）

❽トーキング・ドラム（西アフリカ一帯） ⓳トンガリ（フィリピン）

❹ツィンバロム（ハンガリーなど） ⓯カポエイラ（ブラジル）

❻ファド（ポルトガル） ⓱サウン・ガウ（ミャンマー）

❾ンビラ（ジンバブエ） ⓴ワヤン・クリ（インドネシア）

⓭パンソリ（朝鮮半島）⓬琵
ピー
琶
パー
（中国）

❼ドイナ（ルーマニア） ⓲ケーン（ラオス、タイ）

❿サントゥール（イラン） ㉑ディジェリドゥ（オーストラリア）

ケルト音楽の一つで、フィドル（ヴァイオリン）
やアイリッシュ・ハープ、縦笛「ティン・ホイッ
スル」などさまざまな楽器が用いられる。基本的
にユニゾンで、主に踊りの音楽を演奏する。

❶アイルランド音楽（アイルランド） ❷カンテレ（フィンランド）

フィンランドフィンランド
モンゴルモンゴル

ルーマニアルーマニア

ミャンマーミャンマー

ロシアロシア

中国中国

西アフリカ西アフリカ

フィリピンフィリピン

ハンガリーハンガリー

朝鮮半島朝鮮半島

ジンバブエジンバブエ

オーストラリアオーストラリア

ポルトガルポルトガル

ブラジルブラジル

アメリカ合衆国アメリカ合衆国（P.88）（P.88）
日本日本（P.88）（P.88）

トルコトルコ（P.88）（P.88）

ハワイハワイ（P.88）（P.88）

インドネシアインドネシア

ジョージアジョージア

トリニダード・トバゴトリニダード・トバゴ

イランイラン

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽

アイルランドアイルランド

アルゼンチンアルゼンチン

ラオスラオス

タイタイ

スクリーンの裏

スペインスペイン（P.88）（P.88）

韓国韓国（P.88）（P.88）

86 87

琵琶の仲間P.94

待ちぼうけ

椰
や

子
し

の実

荒城の月

1924年に日本占領時代の満
まん
洲
しゅう
で発行されていた日本人学校の副読本唱歌集に

掲載された。詩は中国の故事成語「守
しゅ
株
しゅ
」をもとにしている。

1900年に詩が発表され、1936年に曲が付けられた。

1900年頃に作曲され、1901年刊行の『中学唱歌』に掲載された。

北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

 作詞／山
やま

田
だ

耕
こう

筰
さく

 作曲／野
の

田
だ

 学
がく

 編曲

島
しま

崎
ざき

藤
とう

村
そん

 作詞／大
おお

中
なか

寅
とら

二
じ

 作曲／野田 学 編曲

土
ど

井
い

晩
ばん

翠
すい

 作詞／滝
たき

 廉
れん

太
た

郎
ろう

 作曲／野田 学 編曲

ピ
ア
ノ
伴
奏

1913年出版の雑誌『音楽』に詩が掲載され、1916年頃曲が付けられた。

旋律のリズムを手拍子で打とう。 歌詞で歌おう。
音高を付けずに「ドレミ…」でリズム読みをしよう。
音高を付けて「ドレミ…」で歌おう。

1 4
2

主旋律以外のパートでも同様の練習をしよう。63
音楽用語や記号に注意して歌おう。5

実際の曲で楽譜を読む練習をしよう
ピアノ伴奏に合わせ、P.16〜17の楽譜で以下の手順に従って練習しよう。

日
本
語
の
歌

読
譜
練
習

浜辺の歌
林
はやし

 古
こ

溪
けい

 作詞／成
なり

田
た

為
ため

三
ぞう

 作曲／野田 学 編曲

ピ
ア
ノ
伴
奏

原調：ニ長調

原調：イ長調

16 17

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample

Sample
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 2. 対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

音楽って何だろう？

豊かな情操と道徳心を培うために、「舞台と音楽」「料理と音楽」を掲載しました。（第一号） P.2-5

他者の多様な考え方を尊重し、自ら真理を求める態度を養うために、「世界に耳を傾けよう」を掲載しま
した。（第一号、第五号）

P.6

�幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養うために、「ポピュラー音楽探求」「音律」「音階」
を掲載しました。（第一号）

P.28-29

P.76-77

P.104-105

幅広い知識と教養を身に付け、生活との関連を重視するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発
展に寄与する態度を養うために、「人間と音楽の多様な関わり」「社会を動かす音楽の力」を掲載しました。
（第一号、第二号及び第五号）

P.88-89

P.126-127

歌唱

豊かな情操と道徳心を培い、自他の敬愛と協力を重んじ、生命を尊ぶ態度を養うために、理想的な世界
を希求する歌を掲載しました。（第一号、第三号及び第四号）

P.8-13

伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うために、日本人作曲家
による歌を掲載しました。（第五号）

P.16-24

P.46-50

幅広い知識と教養を身に付け、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うために、さ
まざまな形態の外国の歌を掲載しました。（第一号、第五号）

P.25-27

P.30-45

P.51-53

器楽

伝統と文化を尊重し、個人の能力を伸ばすために、ギター、リコーダー、箏、篠笛、三味線、三線の教
材を掲載しました。（第二号、第五号）

P.55-63

P.66-67

P.78-85

個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培うとともに、主体的に社会の形成に参画する態
度を養うために、パートに分かれて合奏する曲を掲載しました。（第二号、第三号）

P.64-71

幅広い知識と教養を身に付け、創造性を培い、自主及び自律の精神を養うとともに、自他の敬愛と協力
を重んずる態度を養うために、演奏者が音色を選択し、他者と協調しながら演奏する「Take Five」「と
げとげタルめいろ」を掲載しました。（第一号、第二号）

P.68-71

創作

幅広い知識と教養を身に付け、創造性を培うために、「ギター伴奏をアレンジして雰囲気の違いを楽しも
う」を掲載しました。（第一号、第二号及び第三号）

P.62

幅広い知識と教養を身に付け、創造性を培い、自主及び自律の精神を養うために、「音楽を選ぼう」「サ
ウンド・シグナルをつくろう」「循環コードを使って音楽をつくろう」を掲載しました。（第一号、第二号）

P.72-75

鑑賞

幅広い知識と教養を身に付け、生活との関連を重視し、生命を尊び、自然を大切にするとともに、他国
を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うために、「世界のさまざまな音楽」「音楽旅行記 
世界をめぐれ！アフリカ音楽のDNA　カメルーン」を掲載しました。（第一号、第二号、第四号及び第
五号）

P.86-87

P.90-91

伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うために、「日本音楽史」「声
明に親しもう」「平家に親しもう」「地歌に親しもう」「義太夫節に親しもう」「日本の音階」「民謡のリズ
ム様式」「日本各地の民俗芸能」を掲載しました。（第五号）

P.92-103

幅広い知識と教養を身に付け、豊かな情操と道徳心を培うとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と
発展に寄与する態度を養うために、西洋音楽をさまざまな観点から鑑賞できるよう掲載しました。（第一
号、第五号）

P.106-115

著作権
正義と責任を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与
する態度を養うために、著作権の解説を掲載しました。（第三号）

P.54

その他
幅広い知識と教養を身に付け、個人の能力を伸ばすために、「楽譜を読もう」「コード表」「ポピュラー音
楽の流れ」「音楽史年表」「西洋音楽の楽典」を掲載しました。（第一号、第二号）

P.14-15

P.60-61

P.116-117

P.118-125
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編修趣意書
（学習指導要領との対照表）

 1. 編修上特に意を用いた点や特色

「音楽って何だろう？」という問いを出発
点として、主体的な学び、対話的な学び、
深い学びの実現を目指しました。

1主体的・対話的で深い学びの実現を目指しました。

2 �音や音楽、音楽文化と自分との関わりを築いていけるよう、生活や社会の中の音や
音楽の働き、音楽文化についての理解を深める学習の充実を図りました。

それぞれの音楽が、生活や社会の中でど
のような意味や価値をもっているかにつ
いて理解を深めることができるようにし
ました。

歌劇『フィガロの結婚』〜庭師は見た！〜（指揮・総監督：井
いの
上
うえ
道
みち
義
よし
　演出：野

の
田
だ
秀
ひで
樹
き
　東京芸術劇場　2015年公演）

第３幕から　フィガ郎
ろう
とスザ女

おんな
、バルト郎

ろう
とマルチェ里

り
奈
な
の２組の結婚式の場面

ダ・ポンテ台本、モーツァルト作曲のオペラ《フィガロの結婚》の設定を、黒船来航時の日本に置き換えた新作歌劇。
流れる音楽は同じでも、斬新な演出によって作品の新たな魅力を引き出し、話題を呼んだ。

舞台と音楽
音楽は、古くから舞台と密接に結び付いてきた。

もし、サーカスや手品ショーに BGM がなかったら？

落語に出
で
囃
ばや
子
し
がなかったら？

オペラやバレエに音楽がなかったら？

想像して、それぞれの音楽の役割を考えよう。

オペラ《フィガロの結婚》P.106

2 3

P.2-3

P.88-89

5日目（続き）

　ボンジョップさんの演奏には、それまで自分の中にあった「音楽」と
は違う音楽があった。私が聴きほれていると、ボンジョップさんは目
の前でアイタを作ってプレゼントしてくれた。

　夕方になると女性たちの合唱イェリが始まった。狩りに出かけた男性のもとへ
獲物がおびき寄せられるように、と歌い継がれてきたものだという。夜が更

ふ
けると、

太鼓の音が森に響き渡り、音楽の熱気が充満していった。すると突然、森の奥か
ら葉っぱを身にまとった何かが姿を現した。村人は「あれは“ユア”という精霊だよ」
と言う。みんなで輪になってユアを囲み、夜明けまでいっしょに歌い踊った。

日本

ヤウンデ
（カメルーン共和国）

パリ

世界をめぐれ！ アフリカ音楽のDNA カメルーン

　アフリカ音楽には「太鼓をドンドンたたいて激しく踊るもの」というイメー
ジをもっていた。そんなとき、大学の図書館で、カメルーンの熱帯雨林に
暮らすバカという民族の音楽を収録したCDと出会った。聴いてみると、
川の水を太鼓に見立てた演奏や女性たちの合唱が、複雑なのに森の環境音
とも調和した不思議な響きで、とても興味が湧いた。そして冬休み、文化
人類学の先生の紹介で、バカ族が暮らすマラパ村に行けることになった。

矢
や

野
の

原
はら

佑
ゆう

史
し

 　大学院生（当時） ※これは実体験に基づいて書かれた旅行記である。

１日目

6日目

5日目

2~4 日目

　ヤウンデ・ンシマレン国際
空港で飛行機を降りると、む
わっとした湿気に包まれた。
ホテルに荷物を置いて、市場
で食料や蚊

か
帳
や

を調達し、就寝。

　何種類もの予防接種を終えて準備は万端。パリを経由してカメルー
ンの首都ヤウンデまでは約20時間の空の旅。パリの空港で、カメルー
ン人の男性が話しかけてきた。彼はラッパーで、名前はJ

ジョヴィ
OVI。ヒッ

プホップの話で盛り上がり、仲よくなって連絡先を交換した。
　別れの日。「みんなにバカ語でありがとうと伝えたい」とブッ
ぺンジャーさんに言うと、「バカ語にその言葉はない」と返さ
れて驚いた。しかたないのでフランス語で「M

メルスィ
erci」と言ったら、

みんな「そんな言葉は必要ないよ」というように笑った。アイ
タを持ってバイクタクシーにまたがると、運転手はすぐにア
クセルを踏んだ。振り返れば、村人がこちらへ走ってくるの
が見える。バイクは、汗も涙も吹き飛ばして加速した。

　バスやバイクタクシーを乗り継ぎながらマラパ村へ行く道のりは、思った以上に困難
だった。雨季の道路は険しく、バスはひどく揺れる。ぬかるみにはまって乗客が全員降
ろされ、男性客全員でバスを押してやっと抜け出す、ということが何度もあった。2日
半かけてようやくマラパ村にたどり着いたときには、全身が汗と泥まみれになっていた。

　マラパ村の人々に「バカ族の音楽が大好きでここまで来ました」とフランス語で
伝えると、ブッペンジャーさんという男性がバカ語に訳してくれ、それを聞いた
村の人々から即興の演奏で歓迎された。村にはガスも水道も電気もなかったが、
森の湧き水や蒸したプランテン（バナナの一種）はおいしく、赤い土壁の家は風通
しがいい。夜が深まるにつれ、森から聞こえる猿や鳥や虫たちの鳴く声が大きくなっ
ていく。小さな部屋で目を閉じると、全身が森の音に包まれ、まるで自分が森の
一部になったように感じられた。

　朝、森の奥へ行くと、大きな葉をたくさん重
ねて作ったモングルという家が並んでいた。そ
こでボンジョップさんという男性がアイタとい
う弦楽器を演奏してくれた。アイタの素朴な音
色と彼の優しい声が混じり合い、森の鳥や虫た
ちもいっしょに合奏しているかのようだった。 モングル

雨季の道路

ユア

アイタを演奏するボンジョップさん

ヤウンデの街並み

赤い土壁の家

大学の図書館で
出会った CD

『Heart of the Forest』

バカ族の人々と…（筆者は前列左）

音楽旅行記を作ろう

　 行ったことのない国や地域を選ぼう。
　 選んだ国や地域の音楽に関する情報をインターネットやガイドブックなどで調べ、音源や動画を探して視聴しよう。
　 図書館の本など、　 以外の方法でさらに詳しく調べよう。
　 調べた情報、音源や動画をもとに旅行記の文章を書こう。
　 その際、その音楽に触れた感想だけでなく、音楽の特徴や、生活や社会と音楽との関わりにも触れよう。
　 作成した文章に地図、写真、イラストなどを添えて、音楽旅行記を完成させよう。

1

2

23

4

5

音 楽 旅 行 記

9日目

　ヤウンデのホテルでテレビを見ていたら、パリの空港で出会ったJOVI
が出てきてびっくりした。彼に電話すると、彼の友人のM

ミスター
r.N

ンドンゴ
dongoのス

タジオへ行くことに。そこはスピーカーとマイク、1台のパソコンがある
だけの小さな部屋だった。楽曲制作、レコーディング、ミキシング、マス
タリング、配信サイトへのアップロードという工程の全てがここで完結す
るという。その日もわずか2時間で新曲が生まれ、すぐ世界中に配信された。
それはナイジェリアやガーナで流行のアフロビーツというスタイルを取り
入れた曲だった。驚いたことに、その曲にはマラパ村で聴いたものと同じ
リズム・パターンが組み込まれていた。後で調べると、それはサハラ以南
のアフリカ音楽に多くみられるベル・パターンだった。森の伝統音楽と都
市のポピュラー音楽は同じ「音楽のDNA」をもっているのだ。

Mr.Ndongo のスタジオ

ベル・パターンの例
拍 1 2 3 4

パターンA × × × × ×
パターン B × × × × × × ×
パターン C × × × × × × ×

蒸したプランテン

アイタを作っているところ

旅
の
動
画

後日
　帰国後、欧米諸国のシングルチャートでアフロビーツを取り入れた《One Dance》という曲が第1位になっていた。伝
統音楽の一部であるとともに、最新のポピュラー音楽の一部でもある。アフリカのリズムはまだまだ奥が深そうだ。

《One Dance》：2016年にカナダ出身のラッパー、D
ドレイク
rakeによって発表された楽曲。

カメルーンまでの道のり

90 91

　人間と音楽の関わりは、多様である。ここでは、「踊りと音楽」「社会へのメッセージ・ソング」という 2つのテー
マを軸に世界各地のさまざまな音楽に触れ、「音楽とは何か」という問いについて考えを深めよう。

おんおん がくがくおん がく

人間と音楽の多様な関わり

　音楽に合わせて踊る、踊りに合わせて演奏する、演奏者が音楽を奏
かな

でつつ踊る、踊りから生
み出される音が音楽の一部になるなど、踊りと音楽はさまざまな形で結び付いている。踊りと
音楽が一体化することで生まれる力は、祈り、祖先崇拝、娯楽など多様な機能を果たしている。

サムルノリ（韓国） サンバ（ブラジル）

盆踊り（日本）

　五穀豊
ほう

穣
じょう

の祈願などを目的に各地の農村で演じられる農
ノン

楽
アク

のリズムを融合した舞台芸能。「サムル」とは韓国古来の４種
の打楽器を指す。《パンクッ》と呼ばれる演目では、長い紙紐

ひも

を結び付けた心棒
の付いた帽子「サ
ンモ」をかぶり、
体の上下・回転運
動によって紙紐を
回して踊りながら
演奏する。

　アフリカから奴隷として連れてこられた黒人の娯楽として生
まれた踊りと音楽に、ポルトガルの文化が融合して生まれた。
地方から都会にもたらされてカーニバルのサンバが発展し、や
がてブラジルを代表す
る文化となった。「スル
ド」「タンボリン」「パ
ンデイロ」などの打楽
器や弦楽器「カヴァキー
ニョ」が用いられる。

　日本各地で盆の時期に行われる踊りで、やぐらの周りを回
りながら踊るものが多い。各地域に伝わる民謡や、大正時代
以降につくられた「新
民謡」など、用いら
れる音楽は多様であ
る。日本だけでなく、
アメリカやブラジル
などの日系コミュニ
ティーでも盛んに開
催されている。

踊りと音楽

パウワウの踊り（アメリカ合衆国）

　「パウワウ」はアメリカ先住民が踊り語らう祭りで、踊りの
多くは、部族の物語を次世代に伝えるためのものである。伝
統的には部族内での
み行われていたが、現
在は複数の部族が集
まり、踊りのコンテス
トも開催されている。
ドラムのリズムに合
わせ、独自の振りや衣
装を披露し合う。 

We Shall Overcome（勝利を我らに）

　黒人霊歌（キリスト教に基づくアメリカ黒人の民謡）が原曲。1960
年代、アメリカの黒人に対する人種差別撤廃を求める公民権運動ととも
に広まり、運動を象徴
する歌となった。この
時代、多くの黒人霊歌
が、自由を求める歌詞
に変えて歌われ、運動
に携わる人々に勇気と
希望を与えた。

作詞者・作曲者不詳

P.25

　音楽はメッセージを人々に伝える強力な手段であ
る。音楽が人々の共感を呼んで団結させることで、
社会変革が導かれることさえある。人種差別、環境
破壊、植民地主義、独裁政権などに対する抗議から、
命の尊さや民族の誇りについての訴えまで、音楽は
社会へさまざまなメッセージを投げかけてきた。

社会への
メッセージ・ソング

ハワイの盆踊り

この歌を歌うキング牧師（中央）

フラ（ハワイ）

フラメンコ（スペイン）

　朗唱される詩「メ
レ」を表現する舞踊
として誕生した。古
典フラ「カヒコ」で
は、打楽器「イプヘ
ケ」などを用いた朗唱に合わせて、神々や先祖への祈り、個人への賞賛などを表現する。西
洋の影響を受けた現代フラ「アウアナ」も発展した。踊り手は、「イリイリ」「ウリウリ」な
どの打楽器を鳴らしながら踊る。

セマー（トルコ）

　スペイン南部のアンダルシア地方に移住した少数民
族のロマが生み出したとされる音楽と舞踊。歌、踊り、
ギター演奏からなり、手拍子や足踏み、掛け声なども
重要な音楽的要素である。歌とギターのみによる「カ
ンテ・フラメンコ」や、ギター独奏のスタイルもある。

カヒコを踊るグループ

　イスラム神秘主義は、イスラ
ム教の中で例外的に音楽と舞踊
を積極的に取り入れている。ト
ルコでは「セマー」という音楽集
会が行われ、縦笛「ネイ」や弦楽
器「ウード」 P.94  などによる古
典音楽に合わせて修行僧たちが
旋回舞踊を行い、陶酔を通じて
神と一体になることを目指す。

Get Up, Stand Up（立ち上がれ）

　ジャマイカのミュージシャン、
ボブ・マーリーが、植民地主義
や奴隷制によって貧しい生活を
強いられたハイチの人々を目

ま
の

当たりにしてつくったといわれ、
レゲエのリズムにのせて「権利
のために立ち上がれ！」と歌う。

ボブ・マーリー、ピーター・トッシュ 作詞・作曲

G
グランドラ

rândola, V
ヴィラ

ila M
モレーナ

orena（グランドラ、褐色の村）

　1971 年に発表され、長く続いていたポルトガルの独裁政権への抗議
として、民主主義と団結を歌った。1974 年、若い兵士たちが独裁政権
を倒すために決起した際、ラ
ジオでこの歌を流し、それを
開始の合図とした。銃を発砲
することなく革命を成功させ
た兵士たちが、市民から手渡
されたカーネーションを銃口
に挿したことから、「カーネー
ション革命」と呼ばれる。

ジョセ・アフォンソ 作詞・作曲

民 主 主 義

貧 困 問 題

人 種 差 別

N
ンコシ

kosi S
シケレリ

ikelel’ iA
アフリカ

frika（アフリカに神の祝福を）

　アフリカの各国で歌われてきた、独立運動を象徴する賛美歌。1994
年にアパルトヘイトが法律上廃止された南アフリカ共和国で、初の黒人
大統領となったネルソン・
マンデラが国歌として宣
言した。歌詞には同国の
公用語のうち、コサ語、
ズールー語、ソト語、ア
フリカーンス語、英語が
使用されている。

サミュエル・ンカイ 作詞／エノック・ソントンガ 作曲

教訓１

Mercy Mercy Me（どうかご慈悲を）

　日本のフォーク・シンガー、加川良が 1970 年に
発表し、生き延びることの尊さを歌った。新型コロナ
ウイルスの感染拡大初期に、俳優の杏

あん
がインターネッ

トに投稿した弾き語り動画により再び注目された。

　大気汚染、海洋汚染、放射能汚染などの環境問題を
取り上げ、人間の愚かさに対して「神よ、どうかご慈
悲を」と訴えかける。
この曲が収録された
ア ル バ ム『What’s 
Going on』（1971）
の他の曲では、反戦、
薬物、子どもの貧困
などについても歌わ
れている。

上
うえ

野
の

 瞭
りょう

、加
か

川
がわ

 良
りょう

 作詞／加川 良 作曲

マーヴィン・ゲイ 作詞・作曲

STFU!（黙れ！）

　新潟県生まれ、ロンドン在住のシンガー・ソング
ライター、リナ・サワヤマが 2019 年に発表した曲。
白人中心社会における日系女性としての実体験を踏
まえ、人種、国籍、
性別などに関す
る偏見、差別に
基づく無神経な
言動への怒りを、
ユーモアを交え
て歌う。

リナ・サワヤマ、クラレンス・クラリティ 作詞・作曲

♪命はひとつ 人生は１回
だから 命をすてないようにネ
あわてると つい フラフラと

御
お

国
くに

のためなのと 言われるとネ
青くなって しりごみなさい
にげなさい かくれなさい

環 境 問 題

ラグビーの大会で国歌を歌う
南アフリカ共和国の選手

偏 見

命の尊さ

独 立 運 動

88 89
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3生きて働く「知識・技能」の習得を目指しました。

幅広い知識・技能を習得し、実感を伴った
鑑賞活動につなげることができるように
しました。

P.92-93

　年の初めに各地の寺で行われる「修
しゅ

正
しょう

会
え

」や「修
しゅ

二
に

会
え

」は、日常で犯してき

たさまざまな過
あやま

ちを仏前で懺
さん

悔
げ

し、その功
く

徳
どく

によって天下泰安や五穀豊
ほう

穣
じょう

など
を願う仏教儀礼である。特に３月１日から 14 日に東大寺の二月堂で行われる
修二会は「お水取り」と呼ばれ、宝

ほう
号
ごう

「南
な

無
む

観
かん

自
じ

在
ざい

菩
ぼ

薩
さつ

」など、躍動感あふれ
る声明が僧侶によって唱えられる。大仏建

こん
立
りゅう

から現在までとぎれることなく続
けられてきた。

《対
たい

揚
よう

》を唱えよう

❶下の絵譜を見ながら、同じ形の部分に注目してよく聴き、まねて唱えよう。
❷独唱と斉唱に分かれて輪唱しよう。

手
本

《対揚》（天台宗）

※唱え方や旋律は宗派によって異なる。

聖
しょう
霊
りょう
会
え
で声明を唱える僧侶

 （大阪府、四
し
天
てん
王
のう
寺
じ
）

聖
しょう
徳
とく
太子の命日を偲

しの
んで行

われる法要。声明の他に、
舞
ぶ
楽
がく
も披露される。

東大寺二月堂のお松
たい
明
まつ

（奈良県）
東大寺の修二会の期間中、毎晩行われる儀礼。お松明の火の粉を浴びると、１年間無病息災に
過ごせるといわれている。

宝号：仏や菩薩の名

宮中や寺社における儀式音楽の総称で、日本古来の歌舞や外来楽舞がもとになって生まれた。雅楽

仏教儀礼の際に僧侶によって唱えられる単旋律の声楽。伝来後、日本独自の発展を遂げた。声明

　
縄
文
時
代
、
人
々
は
定
住
し
て
集
落
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
弥
生
時
代
に
は
多
数
の
小
さ
な
国
が
生
ま
れ
、
諸
外
国
と
関
係
を
築

き
始
め
る
。
や
が
て
力
の
あ
る
豪
族
を
中
心
に
ヤ
マ
ト
政
権
が
成
立
し
、
４
世
紀
以
降
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
な
ど
と
の
交
流
が
ま
す
ま
す

盛
ん
に
な
る
と
、
多
く
の
外
国
文
化
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
10
世
紀
後
半
に
は
華
や
か
な
貴
族
文
化
が
花
開
き
、
摂
取
し
て
き
た
外
国

文
化
を
日
本
の
風
土
や
考
え
方
に
合
わ
せ
て
つ
く
り
変
え
る
国
風
化
が
進
ん
だ
。

　日本には、さまざまな音楽が今日まで伝えられている。雅
が
楽
がく
、声

しょう
明
みょう
、平

へい
家
け
、能

のう
楽
がく
、三

さん
曲
きょく
、歌

か
舞
ぶ
伎
き
、文

ぶん
楽
らく
など

の音楽に加え、アイヌや沖縄、そして各地に伝わる民俗芸能が、日本の音楽文化をさらに豊かにしている。ここ
では、各時代の社会の様子を理解しながら、日本音楽の歴史を概観しよう。

日本音楽史

古
代

縄
文
時
代
〜
11
世
紀

古
墳

飛
鳥

奈
良

平
安

B.C.
300

縄
文

弥
生0

A.D.

300

600

700

800

900

1000

500

400

200

100

200

100

　752 年、東大寺の大仏の完成を祝って、
墨で目を描いて大仏に魂を入れる開

かい
眼
げん

供
く

養
よう

会
え

が盛大に行われた。１万人の僧侶や雅楽
寮の音楽家、さらに、さまざまな寺に所属
する音楽家が参加し、声明などの仏教音楽、
日本古来の歌舞、外来の楽舞など、多種多
様な音楽が次々と奉納された。

国際色豊かなイベント

東大寺のお水取り

　古墳・飛
あすか

鳥時代には、中国や朝鮮半島との関係がますます強まり、漢字や仏教をはじめ、多くの
技術や文化が伝来した。701 年、中国の律

りつ
令
りょう

に影響を受けて大宝律令が定められ、日本古来の歌
うた

舞
まい

と外来音楽を伝習する「雅
うたまいのつかさ

楽寮」が設置された。また、９世紀に中国へ渡った空
くう

海
かい

と円
えん

仁
にん

（最
さい

澄
ちょう

の
弟子）は、仏教とともに「声明」を学んで日本に伝え、それぞれ真

しん
言
ごん

声明と天
てん

台
だい

声明の基礎をつくった。

　《対揚》は、世の中の安寧や人々の健康などを願う曲で、仏教の儀礼の中で独唱と斉唱による輪唱形式で唱えられる。独唱が
先に唱え始め、独唱が2に入ると同時に、残りの全員が1から斉唱で唱える。斉唱は、独唱と同じ速さで唱えるのが望ましい。

　平安時代には、外来文化の国風化が進んだ。「雅楽」は貴族社会に普及して日本人による楽曲や
舞の新作が行われ、各地に伝わる民謡などの歌詞を用いた「催

さい
馬
ば

楽
ら

」や、漢詩・漢文を歌詞に用い
た「朗

ろう
詠
えい

」が流行して、どちらも雅楽器の伴奏で歌われた。また、舞を伴わずに器楽合奏だけを楽
しむ「管

かん
絃
げん

」が生まれた。楽器編成や音楽理論も整理され、今日まで続く雅楽の形が整えられた。
「声明」では、梵

ぼん
語
ご

や漢
かん

語
ご

による外来声明に加え、日本語による声明が盛んにつくられるようになり、
後の平家、能

のう
の謡

うたい
、義

ぎ
太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

など、語りを中心とした音楽に大きな影響を与えた。

外国から伝来した音楽

外来音楽の国風化

土笛（縄文時代、
秋田県三

み
種
たね

町
ちょう

）

日本音楽の源流
　縄文・弥生時代の遺跡からは土笛などが、古墳時代の遺跡から
は「こと」を弾く男子の埴

はに
輪
わ

などが出土している。また、3 世紀
に書かれた『魏

ぎ
志
し

倭
わ

人
じん

伝
でん

』には、倭
わ

（日本）で死者が出たときに、
人々が歌ったり踊ったりして弔ったことが記されている。この時
代の音楽の全容はまだ解明されていないが、さまざまな資料から、
音楽が人々の暮らしを豊かに彩

いろど
っていたと考えられている。

雅楽を楽しむ貴族たち（『住
すみ

吉
よし

物語絵巻断簡』から）

「こと」を弾く男子
の埴輪（古墳時代、
群馬県前橋市）

声
しょう

明
みょう

に親しもう

《対揚》の博
はかせ
士

声明では「博士」と呼ばれる楽譜が用い
られる。文字の左右にある記号は、音高
や音形などを表している。

2

1

大仏開眼供養会（『東
とう

大
だい

寺
じ

縁
えん

起
ぎ

絵巻』から） 

南な 

無も 

法ほ
う 

界か
い 

道ど
う 

場じ
ょ
う 

真し
ん 

言ご
ん 

教け
う 

主し
ゅ 

遮し
ゃ 

那な 

尊そ
ん

現在の雅楽の分類

日本古来の歌舞（国
くに
風
ぶりの
歌
うた
舞
まい
） 御

み
神
かぐら

楽、東
あずま

遊
あそび

など

外来の楽舞 舞
ぶ

楽
がく

、管絃

平安時代の新作歌曲 催馬楽、朗詠

アア

アア

オオ

オオ

オオ ウウ

イイ

もも

じょじょ

しゅしゅ

しゃしゃ

うう

んん けけ
うう

なな
そそ

んん

しし
んん

ごご

ほほ
ううかか

いい
どど ううンン

なな
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4未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成を目指しました。

これまでの経験や学習で培われた自分自身の感性
を軸に、自分の頭で思考・判断・表現することを促
すようにしました。

P.6

世界に耳を傾けよう サウンドスケープ
おん がく

静かに座って耳を澄まし

聞こえてきた音の全てを書き出そう。

他の人が挙げた音のうち

自分には聞こえなかった音があれば

その音に耳を澄まそう。

目を閉じて…。

誰かに教室を動き回ってもらおう。

その人がどこにいるか分かるかな？

動き回る人を２人に増やすとどうかな？

３人、４人では？

目を閉じて…。

他の人に 1 人ずつ

自分の名前を呼んでもらおう。

誰の声か分かるかな？

学校や家の中で

いちばん静かな場所は

どこだろう？

学校や家の中で

いちばん音が響く場所は

どこだろう？

どのくらいの時間

音を立てずにいられるかな？

試してみよう。

紙を 1 枚用意して

全く音を立てないように

隣の人に渡し

みんなで回そう。

授業の始まりのチャイムと

終わりのチャイム。

同じ音のはずだけれど

何か違って聞こえるかな？

聴いたことのない音を

心の中で鳴らそう。

花が開くときの音…

クジラの心臓の音…

縄文時代の洞窟で人々が会話する声…

火星に吹く風の音…

絶滅したドードーの鳴き声…

伐採される森林の声…

戦争の音…

戦争の終わりを告げる音…

1 枚の紙を使って

いろいろな音色をつくろう。

その音色を使って

音楽作品をつくろう。

今朝起きてから

今までに聞こえた音を

全て書き出そう。

そして好きな音と苦手な音に

分けよう。

嫌な感じのする音を書き出そう。

その音を出さないようにするためには

どうすればよいか考えよう。

前に聴いたことがあるのに、

もう二度と聴くことができない
音を書き出そう。

サウンドスケープ：風景（landscape）という言葉は古くからあったが、音の風景を示すための言葉は 1960 年代後半まで存在しなかった。そ
の後、アメリカの都市計画家、マイケル・サウスワースによる造語「サウンドスケープ (soundscape)」を、カナダの作曲家、R.M. シェーファー
（1933〜 2021）が概念化し普及させた。これは、ある特定の環境下における音と生命体との関係を、自然科学、社会科学、芸術などのさまざ
まな領域から捉えるためのキーワードである。

目 次 CONTENTS

ギター伴奏をアレンジして雰囲気の違いを楽しもう サウンド・シグナルをつくろう62 73
音楽を選ぼう 循環コードを使って音楽をつくろう72 74

糸
何度でも
空に星が綺

き

麗
れい

風をあつめて
楽譜を読もう
待ちぼうけ
荒城の月
浜辺の歌
椰
や　し

子の実
からたちの花
かっぱ
いぬ
明
アシタ

日ハ晴レカナ、曇リカナ
We Shall Overcome 
Amazing Grace
Moon River
Fly Me to the Moon

ギター
Happy Birthday to You 
Hedwig’s Theme（ヘドウィグのテーマ）
A
アンダンティーノ

ndantino 
ギターで名曲を弾こう

Smoke on the Water
Johnny B. Goode
Every Breath You Take（見つめていたい）
Tears in Heaven
Blackbird
夜空ノムコウ
Stand by Me

クラッピング・カルテット第２番
リコーダー
Down by the Salley Gardens
ピタゴラスイッチ オープニングテーマ

イタリア語で歌おう

N
ネル

el c
コール
or p
ピウ
iù n
ノン
on m
ミ

i s
セント
ento（もはや私の心には感じない）

S
セッベン
ebben, c

クルデーレ
rudele（たとえ、残酷な人よ）

P
ピアチェール
iacer d

ダモール
’amor（愛の喜び）

ドイツ語で歌おう

D
デァ
er A

アーベントシュテルン
bendstern（夕べの星）

F
フリューリングスボートシャフト
rühlingsbotschaft（春の知らせ）

I
イッヒ
ch l

リーベ
iebe d

ディッヒ
ich（君を愛す）

フランス語で歌おう

L
レ
es f

フェーュ
euilles m

モルトゥ
ortes（枯

かれ
葉
は

）
L
リディア
ydia（リディア）

夏は来
き

ぬ
シャボン玉
いざ起

た
て戦

いくさ
人
びと

よ
California Dreamin’（夢のカリフォルニア）

合奏

Take Five
とげとげタルめいろ

箏
こと

糸しらべ
茶摘み
虫の声 

篠
しの

笛
ぶえ

かごめ かごめ
秋の宵

三
しゃ　み　せん

味線
ほたるこい
通
とお

りゃんせ

三
さん

線
しん

島唄
花 〜すべての人の心に花を〜

中
なか

島
じま

みゆき 作詞・作曲
吉
よし

田
だ

美
み

和
わ

 作詞／中
なか

村
むら

正
まさ

人
と

、吉田美和 作曲
斉
さい

藤
とう

和
かず

義
よし

 作詞・作曲
松
まつ

本
もと

 隆
たかし

 作詞／細
ほそ

野
の

晴
はる

臣
おみ

 作曲
佐
さ

井
い

孝
たか

彰
あき

 作曲
北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

 作詞／山
やま

田
だ

耕
こう

筰
さく

 作曲
土
ど

井
い

晩
ばん

翠
すい

 作詞／滝
たき

 廉
れん

太
た

郎
ろう

 作曲
林
はやし

 古
こ

溪
けい

 作詞／成
なり

田
た

為
ため

三
ぞう

 作曲
島
しま

崎
ざき

藤
とう

村
そん

 作詞／大
おお

中
なか

寅
とら

二
じ

 作曲
北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

 作詞／山
やま

田
だ

耕
こう

筰
さく

 作曲
谷
たに

川
かわ

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

 作詞／三
み

善
よし

 晃
あきら

 作曲 
金
かね

子
こ

みすゞ 作詞／中
なか

田
だ

喜
よし

直
なお

 作曲
武
たけ

満
みつ

 徹
とおる

 作詞・作曲
作詞者・作曲者不詳
J. ニュートン 作詞／作曲者不詳
J. マーサー 作詞／ H. マンシーニ 作曲
B. ハワード 作詞・作曲

P.S. ヒル、M.J. ヒル 作曲
J. ウィリアムズ 作曲
F. カルリ 作曲

R.ブラックモア、I.ギラン、R.グローヴァー、J.ロード、I.ペイス 作曲
C. ベリー 作曲
スティング 作曲
E. クラプトン 作曲
レノン＝マッカートニー 作曲
川
かわ

村
むら

結
ゆ

花
か

 作曲
B.E.キング、J.リーバー、M.ストーラー 作詞・作曲

長
は

谷
せ

部
べ

匡
まさ

俊
とし

 作曲

アイルランド民謡
栗
くり

原
はら

正
まさ

己
き

 作曲

作詞者不明／ G. パイジエッロ 作曲
作詞者不明／ A. カルダーラ 作曲
作詞者不明／ J-P-G. マルティーニ 作曲

H.v. ファラースレーベン 作詞／ R. シューマン 作曲
H.v. ファラースレーベン 作詞／ R. シューマン 作曲
F.v. ホルシュタイン 独語詞／ E. グリーグ 作曲

J. プレヴェール 作詞／ J. コズマ 作曲
L. リル 作詞／ G. フォーレ 作曲
佐
さ

佐
さ

木
き

信
のぶ

綱
つな

 作詞／小
こ

山
やま

作
さく

之
の

助
すけ

 作曲
野
の
口
ぐち

雨
う

情
じょう

 作詞／中
なか

山
やま

晋
しん

平
ぺい

 作曲
藤
ふじ

井
い

泰
たい

一
いち

郎
ろう

 日本語詞／ J. マクグラナハン 作曲
J. フィリップス、M. フィリップス 作詞・作曲

P.デスモンド 作曲
D.ワイズ 作曲

長
は

谷
せ

川
がわ

 慎
まこと

 作曲
文部省唱歌
文部省唱歌

わらべうた
西
にし

川
かわ

浩
こう

平
へい

 作曲

わらべうた
わらべうた

宮
みや

沢
ざわ

和
かず

史
ふみ

 作詞・作曲
喜
き

納
な

昌
しょう

吉
きち

 作詞・作曲

曲名

曲名

曲名

曲名

作詞／作曲

作詞／作曲

作詞／作曲

作詞／作曲

P

P

P

P

　

8
10
12
13
14
16
16
17
17
18
20
22
24
25
25
26
27

５５
55
56
57
58
58
58
58
59
59
59
63

64

66
67

30
30
32
34
38
38
39
40
42
42
44
46
48
51
52

68
70
78
78
78
79
80
80
81
82
83
83
84
84
85

歌
唱

器
楽

創
作

鑑
賞

著作権　　54 コード表　　60 音楽史年表　　118 西洋音楽の楽典　　122

世界のさまざまな音楽

日本音楽史

西洋音楽

90音楽旅行記 世界をめぐれ！ アフリカ音楽のDNA　カメルーン

日本各地の民俗芸能 102
日本の音階／民謡のリズム様式 101

ポピュラー音楽の流れ 116

106
作品に映し出された時代背景を理解し、
モーツァルトの３つのオペラを深く味わおう

108ベートーヴェンのピアノ・ソナタ第14番《月光》を鑑賞しよう

110絵画から着想を得た音楽作品を鑑賞しよう

112
《白鳥の湖》と《春の祭典》を鑑賞し、
バレエ音楽の魅力を味わおう

114
《怒りの日》の旋律を覚え、
その旋律が引用されたさまざまな作品の魅力を味わおう

86世界のさまざまな音楽

古代 92
中世 94
近世 96
近現代 100

声
しょう

明
みょう

に親しもう（P.93）
平
へい

家
け

に親しもう（P.95）
地
じ

歌
うた

に親しもう（P.97）／義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

に親しもう（P.98）

音
楽
っ
て

何
だ
ろ
う
？

人間と音楽の多様な関わり　踊りと音楽／社会へのメッセージ・ソング 88

音階　西洋音楽／ガムラン／アラブ古典音楽／インド古典音楽 104

社会を動かす音楽の力 126

音律　ピュタゴラス音律／三
さん

分
ぶん

損
そん

益
えき

法
ほう

／純正律と平均律 76舞台と音楽 2

料理と音楽 4

世界に耳を傾けよう　サウンドスケープ 6

ポピュラー音楽探求 28

手拍子

6 7

5 �学びを生活や社会に生かしていこうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養を
目指しました。

音楽の学習を通して、どのように社会や世界と関わ
り、よりよい生活を送るかを考えることができるよ
うにしました。

著 作 権

著作権の種類

著作権の制限

1

2

　私たちが自分の考えや気持ちを楽曲や詩、絵画や写真、さらには踊りなどで表現する場合、その作品を著作物、著作物をつ
くった人を著作者という。著作権は、著作物が著作者の許諾なくコピーされたり、演奏されたり、改変されたりしないように、
著作者に与えられる権利である。

　著作権は、著作者の権利を保護する著作財産権、著作者人格権、著作物を伝える人の権利を保護する著作隣接権に大きく分
けられる。※著作財産権を著作権と呼ぶ場合もある。

　著作権ばかりが一方的に強くなると著作物を利用しにくくな
り、それによって文化の発展が損なわれる可能性がある。そこ
で著作権法では、一定の条件を満たす場合には、許諾を得るこ
となく利用できるようにするなど、著作権を制限して利用者が
利用しやすくしている。例えば、右のような場合が該当する。

①著作財産権：著作者の財産的な利益を保護する権利。著作者は、以下のような権利を専有する。

②著作者人格権：著作者の人格的な利益を保護する権利。

③著作隣接権：著作物の伝達に重要な役割を果たしている人の利益を保護する権利。

著作権の観点からみて、次のケースが許容されるかどうかを考えよう。

例
複製権…印刷や録音、録画によって著作物を複製（コピー）する権利
演奏権…公衆に向けて、著作物を演奏する権利
公衆送信権…放送やインターネットによって著作物を公衆に伝達する権利

公表権…作品を公表するかどうかを決める権利
氏名表示権…著作者名をどのように表示するか、あるいは表示しないかを決める権利
同一性保持権…作品の内容や題名を無断で改変されない権利

実演家の権利
レコード製作者の権利
放送事業者及び有線放送事業者の権利

❶私的使用のための複製（著作権法第30 条）
❷引用（著作権法第32 条）
❸学校その他の教育機関における複製等（著作権法第35 条）
❹試験問題としての複製等（著作権法第36 条）
❺営利を目的としない上演等（著作権法第38 条）

自分の好きなアーティストのCDを
パソコンでコピーして友達に配布した。

2ケース

ファン心理からしてしまいがちな行為だが、曲をつくった人の
著作財産権とアーティストやレコード会社の著作隣接権を侵害
している。著作権法第30条では「私的使用」が許容されているも
のの、友達に配布することはそれに含まれない。本来CDなどを
購入するところをコピーで済ませることは、権利者に渡るべき
報酬を奪うことになる。

学校の音楽の授業で、先生が授業で使う合唱曲（著作権あり）
の楽譜をコピーして配布した。

1ケース

著作権がある著作物でも、著作権法第35条の規定により、授業
で用いる部分をその授業を担任する先生がコピーして、授業を
受ける生徒に配布することは許容される。ただし、１冊の曲集
から複数曲をコピーするような場合は例外となる可能性がある。
なお、授業以外の目的に使用されると違法なコピーになるため、
授業後は回収するのが望ましい。

著
作
権

54

P.54
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6教科書の特色

基
本
事
項

教育基本法の遵守

⃝教育基本法第二条の「教育の目標」を達成するために、次の点を重視して編修しました。
　①自分自身の感性を軸に、さまざまな音楽と出会い、音楽そのものを捉え直す
　②世界のさまざまな音楽の魅力を味わい、それらを尊重する豊かな心を育む
　③音楽に触れて考えたことや感じたことを他者と共有しながら、学びを深める
　④これまでの学習を発展させ、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む

学習指導要領の遵守 ⃝学習指導要領に示された芸術科（音楽Ⅱ）の目標を踏まえ、指導すべき事項を全て扱いました。

内
　
　
　
容

系統性
⃝�学習指導要領の内容に示された学習を段階的に進めることができるよう、また上下の学年にお
ける学習とのつながりも考慮して教材を選択、配列しました。

配列・分量 ⃝�スムーズに学習できるよう教材を配列し、教材や文章の分量も適切になるよう配慮しました。

歌唱教材 ⃝生徒の声域や心身の発達段階を考慮して、音域や難易度を吟味しました。

器楽教材
⃝�各楽器の特徴を理解し、その表現活動に必要な基本的技能を習得できるように内容を精選しま
し�た。

創作教材 ⃝無理なく学習を進めることができるように、創作の手順を分かりやすく示しました。

鑑賞教材
⃝�生徒の発達段階や学習のねらいに応じたものを選択し、学習を進めるうえで有益な写真や譜例、
資料などを合わせて示しました。

伝統文化の尊重
⃝�我が国の伝統的な音楽に親しみながら、それらのよさや美しさを感じ取り、愛着をもつことが
できるようにしました。

国際理解
⃝�国際理解教育や外国語の学習との関連から、外国語の歌や世界のさまざまな音楽を数多く掲載
しました。

生活や社会とのつながり ⃝生活や社会と音楽とのつながりを実感できるような資料を数多く掲載しました。

そ
の
他

ICT 機器の活用
⃝�紙面上の二次元コードを読み取ることによって、指導に資する画像などのコンテンツを閲覧す
ることができるようにしました。

特別支援教育への配慮

⃝�特別支援教育の専門家から助言を得て、学習活動文の配置を工夫するとともに、見やすく分か
りやすい紙面になるよう配慮しました。

⃝�色覚問題の専門家から助言を得て、色の見分けがつきにくい生徒の色覚特性にも配慮した配色
を採用しました。また、学習に必要な情報が、色の違いのみに依存しないよう工夫しました。

文字・印刷・製本

⃝文字は見やすく、過度にデザイン的にならないよう配慮しました。

⃝�楽譜、文字、イラスト、写真などが鮮明に印刷されるよう工夫しました。製本は長期の使用に十
分耐える堅牢なものとなっています。再生紙を使用し、リサイクル可能な表紙加工を施すなど、
環境にも十分配慮しています。
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 2. 対照表
図書の構成 学習指導要領の内容

ペ
ー
ジ

教材名

歌唱 器楽 創作 鑑賞 音楽を形づくっている要素

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ 音
色
リ
ズ
ム

速
度
旋
律
テ
ク
ス
チ
ュ
ア

強
弱
形
式
構
成

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ

2 音楽って何だろう？　舞台と音楽 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 音楽って何だろう？　料理と音楽 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 音楽って何だろう？　世界に耳を傾けよう　サウンドスケープ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 糸 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

10 何度でも ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

12 空に星が綺麗 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

13 風をあつめて ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

14 楽譜を読もう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

16 待ちぼうけ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

16 荒城の月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

17 浜辺の歌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

17 椰子の実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

18 からたちの花 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

20 かっぱ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

22 いぬ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

24 明日ハ晴レカナ、曇リカナ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

25 We Shall Overcome ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

25 Amazing Grace ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

26 Moon River ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

27 Fly Me to the Moon ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

28 音楽って何だろう？　ポピュラー音楽探求 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎

30 Nel cor più non mi sento（もはや私の心には感じない） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

32 Sebben, crudele（たとえ、残酷な人よ） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

34 Piacer d’amor（愛の喜び） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

38 Der Abendstern（夕べの星） ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

39 Frühlingsbotschaft（春の知らせ） ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

40 Ich liebe dich（君を愛す） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

42 Les feuilles mortes（枯葉） ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

44 Lydia（リディア） ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

46 夏は来ぬ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

48 シャボン玉 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

51 いざ起て戦人よ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

52 California Dreamin’（夢のカリフォルニア） ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

54 著作権

55 Happy Birthday to You ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

56 Hedwig’s Theme（ヘドウィグのテーマ） ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

57 Andantino ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

58 Smoke on the Water ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

58 Johnny B. Goode ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
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ペ
ー
ジ

教材名

歌唱 器楽 創作 鑑賞 音楽を形づくっている要素

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ 音
色
リ
ズ
ム

速
度
旋
律
テ
ク
ス
チ
ュ
ア

強
弱
形
式
構
成

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ

58 Every Breath You Take（見つめていたい） ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

59 Tears in Heaven ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

59 Blackbird ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

59 夜空ノムコウ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

62 ギター伴奏をアレンジして雰囲気の違いを楽しもう ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

63 Stand by Me ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

64 クラッピング・カルテット第２番 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

66 Down by the Salley Gardens ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

67 ピタゴラスイッチ オープニングテーマ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

68 Take Five ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

70 とげとげタルめいろ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

72 音楽を選ぼう ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 サウンド・シグナルをつくろう ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 循環コードを使って音楽をつくろう ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 音楽って何だろう？　音律　 ○ ○

78 箏　糸しらべ／茶摘み／虫の声 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

80 篠笛　かごめ かごめ／秋の宵 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

82 三味線　ほたるこい／通りゃんせ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

84 三線　島唄／花 〜すべての人の心に花を〜 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

86 世界のさまざまな音楽 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

88 音楽って何だろう？　人間と音楽の多様な関わり ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

90 音楽旅行記 世界をめぐれ！ アフリカ音楽の DNA　カメルーン ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

92 日本音楽史 ○ ○ ○ ◎ ◎

93 声明に親しもう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

95 平家に親しもう ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

97 地歌に親しもう ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

98 義太夫節に親しもう ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

101 日本の音階／民謡のリズム様式 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

102 日本各地の民俗芸能 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

104 音楽って何だろう？　音階 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

106 作品に映し出された時代背景を理解し、モーツァルト
の３つのオペラを深く味わおう ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

108 ベートーヴェンのピアノ・ソナタ第 14 番《月光》を鑑賞しよう ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

110 絵画から着想を得た音楽作品を鑑賞しよう ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

112 《白鳥の湖》と《春の祭典》を鑑賞し、バレエ音楽の魅力を味わおう ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

114 《怒りの日》の旋律を覚え、その旋律が引用されたさま
ざまな作品の魅力を味わおう ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

116 ポピュラー音楽の流れ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

126 音楽って何だろう？　社会を動かす音楽の力 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


